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■□■ショートコメント■□■ 

◆チラシによれば、本作の見どころは、次の通りだ。 

 

◆チラシによれば、本作のストーリーは、次の通りだ。 

 

◆映画の冒頭、家の中でタンスの中の服を引っ張り出して遊んでいる男の子と女の子の姿

が登場。その後、大人になった高良健吾扮する智が、スーパーのレジ係として働いてる泰

月と雷 

2017年・日本映画 

配給／スールキートス・120分 

2017（平成29）年10月14日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★ 
監督：安藤尋 

原作：角田光代 『月と雷』（中央

公論新社刊） 

出演：初音映莉子／高良健吾／藤井

武美／黒田大輔／市川由衣

／村上淳／木場勝己／草刈

民代 
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子（初音映莉子）に対して、やけになれなれしく「泰子ちゃん！」と話しかけるところか

ら本作のストーリーが始まっていく。子供時代はあれほど無邪気に一緒に遊んでいた智と

泰子だったが、今智と泰子はどんな立場に・・・？また、今２人が再開したのは、一体な

ぜ・・・？ 

さらに、今なぜ智がいとも簡単に泰子の家に住みつき、セックスまで交わしているのか、

当初観客にはさっぱりわからない。しかし、ストーリー展開の中で、それぞれの家庭環境

が明らかにされてくると・・・。 

 

◆本作では、草刈民代扮する根なし草のような母親直子が不思議な存在感を放っている。

この女版「フーテンの寅さん」のような行動は興味深いが、私はイマイチ本作に見る角田

光代ワールドには入っていけない。そもそも、私はこれから普通の家庭を築き、まっとう

な生活を重ねていく。結婚を控え、そう考えていた泰子が、なぜあんなに簡単に突如飛び

込んできた智とセックスし、あんなに簡単に妊娠し、あんなに簡単に子供を産むことにな

ったの・・・？自分が複雑な家庭に育ち、家族とは縁遠い人間だと気づけば気づくほど、

泰子は男選びに慎重になるのが当然なのでは・・・？もっとも、それは私の理解が浅いだ

け・・・？「月と雷」という何ともわかりにくいタイトルの意味を含めて、原作をもっと

真剣に読み込めば、本作の奥深さがもっとよくわかるのかもしれないが・・・。 

 

２０１７（平成２９）年１０月１９日記 

 

 


